
慧ゑ

日に
ち

山さ
ん

東と
う

福ふ
く

禅ぜ
ん

寺じ

は
初
め
九
条
殿
の
別
荘
に
し
て
、
地
名
を
月つ
き

輪の
わ

と
号
す
。
四
条
院
宇
嘉
禎
二
年
、
月つ
き

輪の
わ

禅
定
兼か
ね

実ざ
ね

公
の
御
孫
光

ま
ご
く
わ
う

明
峯
み
や
う
ぶ

寺じ

道み
ち

家い
へ

公
禅
法
に
帰
入
し
給
ひ
、
聖
一
国
師
を
請
じ
て
開
山
と
し
、
常
山
を
草
創
し
給
ふ
。
同
四
男
鎌
倉
将
軍
頼よ
り

経つ
ね

公
頼よ
り

嗣つ
ぐ

公
両
代
の

時
、
諸
伽
藍
悉
成
就
す
。
塔
頭
五
十
余
箇
寺
、
境
内
の
林
泉
洛
南
の
妙
境
に
し
て
、
東
の
山
を
光
明
峯
と
号
け
、
通
天
橋
は
法
堂
と
常
楽
と

の
間
に
あ
り
、
額
は
普
明
国
師
の
筆
、
橋
下
の
楓
葉
洛
陽
の
奇
観
な
り
、
選
仏
場
の
観
は
無
準
の
筆
、
衆
寮
を
栴
檀
林
と
い
ふ
、
額
は
同
筆
、

龍
吟
水
甘
露
水
は
山
門
の
東
南
に
あ
り
、
洗
玉
澗
は
通
天
橋
の
渓
川
を
な
づ
く
、
偃
月
橋
は
原
虎
嘯
橋
と
い
ふ
、
方
丈
と
龍
■
即
宗
の
間
に

あ
り
。〔
今
の
橋
は
慶
長
八
年
十
月
仁
叔
孝
公
尼
首
座
再
興
〕
千
松
林
は
通
天
の
東
林
を
い
ふ
、
法
堂
の
額
潮
音
堂
は
無
準
筆
、
妙
雲
閣
は

山
門
の
額
に
し
て
足あ
し

利か
ゞ

将
軍
義よ
し

持も
ち

公
の
筆
な
り
、
思
遠
池
は
山
門
の
前
の
蓮
池
を
い
ふ
、
無
価
軒
は
文
丈
の
書
院
な
り
、
臥
雲
橋
は
五
大
堂

の
南
洗
玉
澗
の
末
に
架
す
、
二
老
橋
は
五
大
堂
と
三
聖
寺
の
間
に
あ
り
、
五
社
宮
は
鎮
守
に
し
て
成
就
宮
と
な
づ
く
、
十
三
重
石
塔
は
藤
と
う
の

丞せ
い

相
道
家
公

じ
や
う
み
ち
い
へ

神
託
に
よ
つ
て
建
る
、
摩
訶
阿
弥
の
旧
跡
は
芬
陀
利
華
院
東
隣
の
空
地
な
り
、
墓
は
鎮
守
の
傍
に
あ
り
、
当
山
地
主
神
霊
と
い
ふ
、

重
塔
の
際
に
大
石
残
れ
り
、
普
明
寺
の
内
に
開
山
塔
あ
り
常
楽
庵
と
号
す
、
額
は
後ご
く

光わ
う

明
峯
み
や
う
ぶ

寺じ

殿
筆
。
な
ほ
当
山
の
古
蹟
名
所
多
し
、
塔
頭

ば
次
下
に
著
す
。東と

う

福ふ
く

寺じ

什
　
宝

大
　
政
　
官
　
牒

当
山
境
内
四
至
文
　
従2

光
明
峯
寺
殿
下1

贈2

開
山
聖
一1

藕
　
糸
　
袈
　
裟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壹
　
頂

○
神
明
よ
り
開
山
国
師
へ
付
属
す



蜀
　
紅
　
錦
　
包
　
物
　
一
　
片

○
後
水
尾
院
ノ
帝
御
寄
付

菊
　
貼
　
錦
　
包
　
物
　
一
　
片

○
桜
　
町
　
院
　
帝
　
　
御
　
寄
　
付

唐
　
桑
　
宝
　
筐
　
鍮
　
一
　
重

○
女
　
院
　
御
　
所
　
　
御
　
寄
　
付

太
神
宮
亀
甲
御
襪
子
　
開
山
感
得
　
片

開
山
　
自
　
讃
　
頂
　
相

一
　
幅

同
　
　
　
乾
峰
和
尚
賛

一
　
幅

同
　
　
　
仏
光
国
師
賛

壹
　
幅

無
　
準
　
和
　
尚
　
筆

十
六
幅

宋
人
仏
鑑
禅
師
と
云

聖
一
国
師
の
師
な
り

殿
下
道
家
公
台
翰

壹
　
幅

開
山
聖
一
国
師
筆
蹟

六
　
幅

持
明
院
太
上
皇
宸
翰
国
師
号

一
　
幅

月
輪
殿
　
寄
進
状

一
　
幅

恵
　
日
　
山
　
図
　
雪せ

つ

舟し
う

筆

一
　
幅

東
　
州
　
和
　
尚
　
宋
人
開
山
法
子

貳
　
幅

釈
　
　
迦
　
　
像
　
呉
道
子
筆

壹
　
幅

左
右
文
珠
普
賢
　
同
　
　
筆

貳
　
幅

仏
鑑
禅
師
自
画
讃
頂
相

壹
　
幅

左
　
右
　
捌
　
々
　
鳥
　
同
　
　
筆

貳
　
幅

元
　
亨
　
釈
　
書
　
虎
関
和
尚
真
蹟
全
部
三
十
巻
箱
入

張
　
旭
　
草
　
書

一
　
軸

兀
　
菴
　
和
　
尚
　
書

貳
　
幅

陳
　
季
　
昭
　
筆

三
　
幅

方
　
広
　
鐘
　
銘

貳
　
幅



聖
一
和
尚
之
四
字
光
明
峯
寺
殿
台
翰
兼
晴
公
奥
書

壹
　
幅

維
　
　
摩
　
　
像
　
顧こ

■が
い

之し

筆

壹
　
幅

跋
　
陀
　
婆
　
羅
　
像
　
雪せ
つ

舟し
う

筆

壹
　
幅

顔が
ん

輝き

筆

十
　
幅

牧も
く

渓け
い

筆

三
　
幅

門も
ん

季き

昭せ
う

筆

三
　
幅

張ち
や
う

即そ
く

之し

筆

十
一
幅

呉ご

道だ
う

子し

筆

四
　
幅

顧こ

■が
い

之し

筆

壹
　
幅

釈
　
迦
　
文
　
珠
　
普
　
賢
　
思
　
恭
　
筆

壹
　
幅

竹
　
楼
　
記
　
図
　
陳
季
昭
筆

壹
　
幅

岳
　
陽
　
楼
　
図
　
同
　
　
筆

壹
　
幅

酔
　
翁
　
亭
　
記
　
図
　
同
　
　
筆

壹
　
幅

承
　
天
　
寺
　
額
　
無
準
筆
寺
は
筑
前
な
り

壹
　
幅

方
　
　
丈
　
　
額
　
張
即
之
筆

壹
　
幅

旃
　
檀
　
林
　
の
　
額
　
同
　
　
筆

壹
　
幅

十
　
六
　
羅
　
漢
　
像
　
可
　
翁
　
筆

壹
　
幅

五
　
百
　
羅
　
漢
　
像
　
兆
殿
司
筆

五
十
幅

鉄て
つ

枴か
い

玉ぎ
や
く

蟾せ
ん

同
　
　
筆

貳
　
幅

涅ね

檠は
ん

大
　
像
　
同
　
　
筆

壹
　
幅

兆て
う

殿で
ん

司す

筆

百
三
十
幅

雪せ
つ

舟し
う

筆

二
十
幅

開
　
山
　
護ご

摩ま

具ぐ

壹
　
箱

仏
鑑
禅
師
印
箱
　
八
幡
宮
神
影
入

壹
　
箱

黄

金

舎

利

塔

壹
　
基

内
に
仏
舎
利
水
晶
塔
に
入
外
箱
四
重

朱
塗
唐
櫃

■
　
瑁
　
茶
　
台

（
六
十
箇
）
三
箱



此
外
、
代
々
帝
王
の
勅
書
、
将
軍
家
の
御
教
書
、
和わ

漢か
ん

高か
う

僧そ
う

の
墨
蹟
、
名
画
の
筆
物
、
古
器
名
品
の
類
都
て
一
千
余
種
あ
り
、
繁
に
よ

つ
て
略4
之
。
且
塔
頭
の
院
々
は
霊
宝
奇
物
頗
多
し
、
倶
に
こ
れ
を
省
く
。

〔
東
福
寺
塔
頭
林
泉
に
よ
つ
て
纔
を
こ
ゝ
に
挙
る
〕

○
三さ
ん

聖し
や

寺う
じ

〔
北
門
の
内
に
あ
り
。
古
天
台
宗
。
釈
迦
阿
難
迦
葉
を
仏
殿
に
安
ず
、
唐
仏
な
り
。
両
金
剛
は
運
慶
の
作
。
明
徳
年
中
足あ
し

利か
ゞ

義
満

公
建
立
、
宝
覚
禅
師
を
開
基
と
す
〕
愛あ
い

染ぜ
ん

明
王
〔
八
角
堂
に
安
ず
〕

梟ふ
う

燈ろ
う

爐の
と

〔う
ろ

近
年
三
聖
寺
の
林
泉
に
移
す
、
古
作
火
袋
に
梟
の
形
を
彫
刻
す
。
伝
云
、
原
此
地
は
悪
七
兵
衛
景か
げ

清き
よ

の
館
な
り
、
其
時
よ
り

こ
ゝ
に
あ
り
し
と
ぞ
〕

○
万ま
ん

寿じ
ゆ

寺じ

〔
今
三
聖
寺
に
兼
帯
す
、
初
は
堀
川
院
永
長
二
年
の
草
創
、
平
治
三
年
に
禅
宗
に
改
む
。
五
山
の
一
寺
な
り
。
宝
覚
禅
師
を
開
山

と
し
て
樋
口
富
小
路
に
あ
り
、
天
正
年
中
敷
地
召
上
ら
る
ゝ
に
よ
つ
て
、
同
き
開
山
ゆ
へ
三
聖
寺
に
於
て
仏
殿
兼
用
す
〕

○
霊れ
い

源げ
ん

院ゐ
ん

〔
龍
泉
和
尚
開
基
、
什
宝
に
韋い

駄だ

天て
ん

画
像
、
仏
舎
利
あ
り
、
後ご

醍だ
い

醐ご

帝て
い

季す
ゑ

皇の
み

子こ

両
の
手
に
握
り
降
誕
し
給
ふ
と
ぞ
〕

○
海か
い

蔵ざ
う

院ゐ
ん

〔
虎こ
く

関わ
ん

和お
し

尚や
う

の
住
坊
な
り
。
和
漢
禅
刹
云
、
虎
関
和
上
、
諱
、
師
練
、
嗣　
ク2

東
山
宝
覚1

、
洛
陽
人
、
貞
和
二
年
七
月
廿
四
日
寂　
ス

、

六
十
九
歳
〕

翰
林
五
鳳
集
　
　
海

蔵

院

偶

作



南

北

東

西

不4

定4

■
。

一

盂

三

事

是　
レ

生

涯
。

虎
　
　
　
　
　
関

近

来

自　
ラ

笑　
フ

如2

蛛

　
ナ
ル
コ
ト
ヲ

子　
ノ1

。

到　
テ4

晩　
ニ

区

々

解4

造4 　
コ
ト
ヲ

家　
ヲ

。

○
正し
や

統う
と

院う
ゐ

〔ん

聖
一
国
師
の
法
嗣
月
船
和
尚
の
開
基
な
り
。
兆て
う

殿で
ん

司す

も
こ
ゝ
に
栖
給
ふ
て
、
稲
荷
の
神
感
を
蒙
り
て
光
明
峯
絵ゑ
の

具ぐ

谷だ
に

よ
り
彩
具

を
得
給
ふ
な
り
〕

○
栗り
つ

棘き
よ

菴く
あ

〔ん

白
雲
和
上
を
開
基
と
す
、
諱
は
恵ゑ

暁げ
う

、
謚
は
仏
照
禅
師
、
永
仁
五
年
十
二
月
廿
五
日
当
庵
に
て
化
す
〕

○
正し
や

徹う
て

叟つ
そ

墓う
の

〔は
か

当
菴
に
あ
り
、
墓
碑
に
云
〕

清
岩
徹
書
記
は
紀
氏
、
東
福
寺
の
僧
に
て
和
哥
を
好
み
、
為
尹
卿
の
弟
子
と
成
、
今
川
了れ
う

俊し
ゆ
んと

親
く
冷れ
い

泉ぜ
い

門も
ん

下か

の
志
友
た
り
し
。
菴
を

松
月
と
号
し
、
後
山や
ま

科し
な

に
移
り
招
月
と
も
い
ひ
、
家
の
集
を
草
根
と
な
づ
け
、
な
ぐ
さ
め
草
物
語
等
世
に
の
こ
れ
り
。
長
禄
二
年
五
月

九
日
七
十
九
才
に
て
寂
せ
ら
る
。
其
跡
を
し
た
ひ
て
こ
ゝ
に
い
し
ぶ
み
を
立
侍
る
。

○
通つ
う

天て
ん

橋け
う

〔
額
通
天
、
普
明
国
師
筆
〕

普
明
国
師
行
業
実
録
云

寺
後　
ノ

渓
澗
深
邃　
ニ
シ
テ

而
興2

開
山
祖
塔1

阻　
リ

絶　
ユ

。
衆
病4 　

ル
コ
ト

之
久　
シ

矣
。
師
親
相4
攸　
ヲ

芟4

榛　
ヲ

除　
キ4

荒　
ヲ

新　
ニ

開4

径　
ヲ

直2 　
ニ
シ
テ

大
路　
ヲ1

面
架　
ス2

橋
梁　
ヲ

于
其
上　
ニ1

。
扁　
シ
テ

曰2

通
天　
ト1

。
作　
テ4

偈　
ヲ

賀　
ス4

之　
ヲ

。

揮
却
風
斤
支　
フ2

落
霞1

。
虹
霓
千
尺
截2

奔
波　
ヲ1

。

普
　
明
　
国
　
師



通
宵
一
路
脚
跟
下
。

来
往　
ノ

人　
ハ

従2

鳥
道1

過　
ク

。

○
即そ
く

宗し
う

院ゐ
ん

〔
客
殿
の
美
観
な
り
。
東
の
山
間
に
茶
亭
あ
り
採さ
い

薪し
ん

亭て
い

と
い
ふ
、
又
其
上
に
自じ

然ね
ん

居こ

士じ

墓
あ
り
〕

○
霊れ
い

雲う
ん

院ゐ
ん

〔
不ふ

二じ

菴
と
号
す
、
湘
雪
和

し
や
う
せ
つ

尚
の
住
房
な
り
〕
遺
愛
石
〔
当
院
庭
中
に
あ
り
。
相
伝
ふ
、
此
名
石
初
は
肥
後
大
守
細
川
光
尚
侯
の

持
物
な
り
。
曽
て
湘
雪
和
尚
細
川
家
に
ち
な
み
て
後
に
こ
ゝ
に
住
す
。
其
時
大
守
よ
り
寺
産
五
百
石
を
与
へ
ん
と
命
じ
給
ふ
。
湘
雪
拝
謝
し

て
云
、
出
家
の
後
禄
の
貴
は
参
禅
の
邪
鬼
な
り
、
願
く
ば
こ
れ
に
換
て
庭
上
の
奇
石
を
賜
ら
ば
寺
宝
と
す
べ
し
と
乞
ふ
。
因4

茲
銘
を
遺
愛

石
と
号
し
、
こ
ゝ
に
贈
り
給
ふ
。
高
さ
三
尺
横
四
尺
、
岩
頭
に
小
松
巻
柏
を
樹
る
、
石
肌
細
や
か
に
し
て
色
青
し
、
台
に
石
刻
の
須
弥
壇
な

る
物
あ
つ
て
、
其
上
に
石
槽
を
す
へ
、
其
中
に
あ
り
、
無
双
の
名
石
な
り
。
諸
名
家
の
記
文
あ
り
、
軸
物
両
巻
に
満
る
、
初
巻
の
二
三
を
こ

こ
に
挙
る
〕

朝
鮮
竹
堂
詩

釈
文

君
不　
ヤ4

見
、
蓬
莱
之
山
在2

海
中　
ニ1

、
霊
秀
之
気
鐘　
ル2

異
石　
ニ1

、
水
噛　
テ

苔
蝕　
ス

千
年
余
、
峯
巒
怪
奇
如　
シ2

刻
画1

、
造
物
偸　
テ4

之　
ヲ

出　
ス2

人
間　
ニ1

、
天
呉
海
若

皆
嗟
惜　
ス

、
肥
州　
ノ

太
守
好
事
者
、
愛4 　

ル
コ
ト

此　
ヲ

劇　
シ2

於
青
娥
眉1 　

ヨ
リ、

上　
ニ

有　
リ2

孤
松
蟠
屈
■
龍
之
形1

下
有2

百
卉
点
綴
■
瑶
之
姿1

、
安2

排　
シ
テ

玉
盆　
ニ1

置　
ク2

清
池　
ニ1

、
日
照　
シ
テ2

中
峯　
ヲ1

生　
ス2

紫
煙　
ヲ1

、
浮4

嵐　
ヲ

滴4 　
ラ
シ

水　
ヲ

清　
シ2

■
漣1

、
始　
ハ

伝
此
石
産2 　

ス
ト

蓬
莱　
ニ1

、
還
道　
フ

蓬
莱
在2 　

リ
ト

眼
前　
ニ1

、
高
軒
置
酒　
シ
テ

車
馬
来　
ル

、
満
堂　
ノ

賓

客
皆
回　
ス4

頭　
ヲ

、
池
畔
石
還
為　
ル2

寺
中　
ノ

有　
ト1

、
問
誰　
カ

為　
ル2

其
主1

、
湘
雪
曽
知
故
太
守
、
問
胡
名　
ク2

遺
愛　
ト1

、
太
守　
ノ

恵
政
人
不4

■
、
上
人
一
日
三　
ヒ

摩



■　
ス

石
色
依　
ル4

旧　
ニ

蒼
松
根
、
君
不　
ヤ4

見
■
山
堕
涙　
ノ

碑
、
載
久　
シ
テ

亀
龍
剥　
ス2

鱗
甲1

、
豈　
シ
カ
ン
ヤ

如
艮
岳
霊
雲　
ノ

上
、
雲
物
衛
護　
ス

千
百
刧
、
齧
、
噛
字
改

書

癸
未
孟
秋
下
澣

槎
客
竹
堂
題

寛
永
二
十
年
朝
鮮　
ノ

信
使
、
申
濡
字　
ハ

君
沢
、
竹
堂　
ハ

其
号
也
、
此
篇
其
自
書
、
艸
法
難4

読
、
今
就　
テ2

真
跡　
ニ1

縮
臨　
シ

、
併　
テ

附　
ス2

釈
文　
ヲ1

、
按　
ル
ニ

似3 　
リ

紫
煙
之
下
脱2 　

ル
ニ

一
句　
ヲ1

、
然　
ト
モ

真
跡
亦
如　
シ4

是
、
不4

可4

考　
フ

也
、
姑
俟　
ツ2

博
雅　
ヲ1

云

松
■
杜
氏
識

林
道
春
詩
　
有
序
今
不
録

巨
掌
劈
開　
ス

華
岳　
ノ

胸
。
飛　
テ

為2

一
朶　
ノ

玉
芙
蓉　
ト1

、
只
看　
ル

湖
口
九
峯　
ノ

異
、
何
用　
ン

陳
朝
三
品　
ノ

封
、
恠
石
早
聞
供　
ス
ル
ヲ

仏
印
、
名
山
曽
愧　
ツ

対2 　
ス
ル
ヲ

周
■　
ニ1

、

按
問　
ス

遺
愛
点
頭　
ス
ヤ

否　
ヤ

、
須　
ク

乙4

向2

生
公
堂
下1

逢　
フ

甲、（
石　
ヲ

名2
遺
愛　
ト1

故
云
）

寛
永
二
十
年
十
月
中
値
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
山
夕
傾
巷
叟

林
春
斎
詩

奇
石
玲
瓏
浄
几　
ノ

間
、
主
人
愛
見
小
孱
頑
、
霊
雲
一
朶
解2 　

レ
テ

膚　
ノ

寸　
ニ1

、
泰
岳
巌
根
満　
ツ2

恵
山　
ニ1

、

寛
永
癸
未
孟
冬
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
斎
向
陽
子



石
川
丈
山
詩
并
序

湘
雪
禅
翁
之
遺
愛
石
者
、
非
谷
太
守
細
川
光
尚
公
之
所4

寄　
ス
ル

也
、
奇
形
怪
状
、
自
然　
ニ
シ
テ

而
然　
リ

、
惟　
ニ

夫
匪　
ス2

造
化　
ノ

一
尤
物　
ニ1

邪
、
可　
シ4

謂2

戒

和
尚
希
代
之
宝
也　
ト1

慧
嶺
霊
山
崑
墟
層
城
崢2

■　
タ
リ

於
几
■
之
間　
ニ1

、
足　
リ3

以
為2 　

ル
ニ

幽
居
之
諦
翫　
ト1

、
奇
章
之
嗜　
ミ

、
平
泉
之
戒
、
袖
中　
ノ

東
海
、
心

裏　
ノ

蓬
莱
、
可2
併
按　
ス1

矣
、
去
歳
韓
使
申
濡
、
及
東
都　
ノ

羅
山
、
其
■
旧
斎
、
品2

藻　
シ

斯
石　
ヲ1

、
以
為　
ス2

潤
色　
ヲ1

三
子
者
之
撰
、
各
探2

得　
ル

龍
珠　
ヲ1

、

翅
余　
ス2

其
鱗
甲　
ヲ1

、
余
又
奚　
ヲ
カ

言　
ン

、
雖4 　

ト
モ

然　
ト

如
乙

　
キ
ハ

言　
ヒ2

于
魏
楡　
ニ1

化2 　
ス
ル

於
穀
城　
ニ1

者　
ノ

甲、
彼
之
遠
祖
、
　
ニ
シ
テ

我
之
同
姓　
也

、
烏
乎
盆
石　
ハ

古
之
遺
愛
也
、
況　
ヤ

禅
翁

之
需　
シ
テ

有4

所4

拠
、
豈
用
固
譲　
ス
ル
コ
ト
ヲ

為　
ン

哉
、
迺　
チ

陳2 　
ヘ
テ

十
韻
之
狂
斐　
ヲ1

、
以
続
貂　
ス
ル

而
已
、

一
拳　
ノ

太
湖
石
、
万
古
小
仇
池
、
水
匯
連　
リ2

三
島　
ニ1

、
雲
晴
秀　
ツ2

九
疑1

、
危
峯
鋒
刄
競
、
峭
壁
画
屏
奇　
也

、
鶴　
ハ

怪　
ム

巣2 　
カ
レ

松
樹　
ニ1

、
龍　
ハ

思4

潜　
ヲ2

岸
涯　
ニ1

、

神
功
加　
ヘ2

白
玉　
ヲ1

、
鬼
斧
削　
ル2

青
磁　
ヲ1

、
徐　
カ
ニ

出2
四
明　
ノ

洞　
ヲ1

、
似4

遊2 　
フ
ニ

五
岳　
ノ

岐　
ニ1

、
僊
■
曽
在4

此　
ニ

、
仏
日
既　
ニ

相
移　
ル

、
覓4

句　
ヲ

追　
ヒ2

蘇
軾　
ヲ1

、
留　
テ4

図　
ヲ

観　
ル2

郭
熈　
ヲ1

、
苟
除2

元
亮　
ノ

逕　
ヲ1

、
又
被　
ル2

遠
公　
ニ

麾1

、
遺
愛
為　
ル2

僧
宝　
ト1

、
伝
観
無2

尽　
ル

期1

、

三
州
泉
人
四
明　
ノ

狂
客
石
丈
山
渉2

筆
於
凹
凸
巷
之
詩
僊
堂　
ニ1

杜
氏
倣
書

恵
日
の
山
に
霊
雲
軒
湘
雪
と
聞
ゆ
る
大
と
こ
あ
り
細
川
故
越
中
の
大
守
に
し
た
し
め
る
事
久
し
け
れ
ば
を
の
れ
を
し
れ
る
も
ゆ
へ
な
か
ら
し

大
守
身
ま
か
れ
り
け
る
後
令
嗣
光
尚
の
侍
従
ひ
と
つ
の
盆
石
を
あ
た
へ
り
そ
の
久
し
く
も
た
る
具
な
れ
ば
に
や
な
づ
け
て
遺
愛
と
せ
り
上
に

五
粒
の
松
あ
り
千
世
の
み
ど
り
を
ひ
さ
か
へ
て
召
伯
か
や
と
し
る
と
い
ひ
け
ん
む
か
し
の
梢
に
お
も
ほ
ゆ
る
此
大
と
こ
島
こ
の
め
る
何
が
し

の
宮
に
ひ
と
し
き
こ
ゝ
ろ
ざ
し
あ
り
け
ら
し
か
ゝ
る
い
は
ほ
に
か
へ
て
見
を
け
ん
人
の
ち
の
い
ろ
は
た
あ
さ
か
ら
ず
こ
そ
は
こ
れ
が
た
め
に



つ
く
れ
る
か
ら
う
た
わ
が
国
の
は
か
せ
の
み
に
し
も
あ
ら
ず
こ
ま
の
人
す
ら
長
篇
つ
ら
ね
て
め
で
す
て
し
も
あ
ら
ぬ
を
な
を
あ
き
た
ら
ぬ
あ

ま
り
に
を
の
れ
が
つ
た
な
き
こ
と
の
葉
だ
に
く
は
へ
よ
と
な
る
べ
し
さ
る
は
そ
の
細
川
水
の
あ
は
き
ま
じ
は
り
を
む
す
べ
る
よ
す
が
と
や
い

は
ん
裴
相
公
の
儘
山
を
韓
愈
が
和
し
危
至
能
が
徐
生
に
つ
け
る
た
め
し
は
さ
ら
に
い
ひ
出
づ
べ
く
も
な
き
を
と
か
く
い
な
ぶ
る
に
い
と
ま
あ

ら
で
な
ん
長
歌
ひ
と
つ
か
い
や
る
こ
と
し
か
な
り

初
し
ぐ
れ
　
　
　
　
ふ
り
に
し
人
は
　
　
長
月
や
　
　
　
　
　
ね
ざ
め
の
枕
　
　
　
そ
は
た
て
ゝ

耳
て
ふ
鐘
の
　
　
　
寺
の
名
に
　
　
　
　
か
よ
へ
る
石
に
　
　
残
り
け
る
　
　
　
　
そ
の
い
つ
く
し
み

今
も
な
を
　
　
　
　
し
の
ぶ
あ
ま
り
に
　
名
づ
け
ゝ
ん
　
　
　
人
を
し
と
へ
ば
　
　
難
波
江
や

よ
し
も
あ
し
ゝ
も
　
も
ろ
と
も
に
　
　
　
ほ
た
つ
あ
ら
ぎ
る
　
い
ほ
り
も
る
　
　
　
法
の
師
な
ら
し

い
で
や
こ
の
　
　
　
世
に
な
が
れ
た
る
　
み
な
も
と
は
　
　
　
か
の
細
川
の
　
　
　
水
の
あ
は
の

き
え
て
し
後
の
　
　
形
見
と
も
　
　
　
　
今
は
た
見
よ
と
　
　
あ
た
へ
け
ん
　
　
　
情
も
ふ
か
き

太
山
路
や
　
　
　
　
柴
の
戸
ぼ
そ
の
　
　
明
ぐ
れ
に
　
　
　
　
あ
ふ
げ
ば
た
か
く
　
き
れ
は
げ
に

か
た
き
契
の
　
　
　
た
ぐ
ひ
に
も
　
　
　
千
年
の
松
の
　
　
　
種
し
あ
り
て
　
　
　
を
ふ
る
い
は
ほ
は

あ
ま
お
と
め
　
　
　
羽
衣
な
ら
ぬ
　
　
　
巻
も
く
の
　
　
　
　
こ
け
の
袖
も
て
　
　
な
で
ざ
ら
め
や
は

冷
泉
為
景
卿



秘
書
藤
監
集
陰

さ
ゞ
れ
石
の
な
れ
る
い
は
ほ
の
陰
た
か
み
む
か
し
を
と
を
く
お
も
ひ
こ
そ
す
れ

権
中
納
言
基
理
卿

こ
ゝ
に
物
あ
り
遺
愛
石
と
な
づ
く
そ
の
い
は
れ
は
名
高
き
人
々
の
唐
や
ま
と
の

こ
と
の
葉
に
の
せ
を
き
た
ま
ひ
ぬ
や
つ
が
れ
も
あ
る
人
に
す
ゝ
め
ら
れ
て
蜂
腰

一
首
を
に
な
ひ
出
て

さ
ゞ
れ
石
の
な
れ
る
い
は
ほ
に
生
い
で
し
松
も
ち
と
せ
の
陰
を
そ
へ
つ
ゝ
　
　
　
　
　
　
前
参
議
持
豊
卿

み
や
こ
の
ひ
ん
が
し
恵
日
の
山
な
る
霊
雲
院
西
菴
和
尚
は
へ
だ
て
な
き
友
が
き
に
て
侍
る
か
の
院
に
ひ
と
つ
の
石
あ
り
其
か
た

ち
あ
や
に
た
へ
な
り
こ
は
寛
永
の
む
か
し
肥
の
く
ま
も
と
の
城
主
の
め
で
お
ぼ
し
け
る
を
な
き
あ
と
の
か
た
み
に
と
て
院
主
湘

雪
和
尚
に
た
う
び
け
る
と
な
ん
よ
り
て
遺
愛
石
と
な
づ
け
ら
れ
け
る
時
に
名
だ
ゝ
る
人
々
に
か
ら
や
ま
と
の
こ
と
の
葉
を
こ
ひ

て
つ
ら
ね
て
ひ
と
ま
き
と
な
し
ぬ
そ
の
こ
と
葉
た
く
み
に
し
て
春
の
花
の
に
し
き
を
か
ざ
り
秋
の
月
の
さ
や
か
な
る
に
ひ
と
し

西
庵
和
上
も
ま
た
む
か
し
に
な
ら
ひ
て
今
の
世
の
ひ
と

ぐ
の
漢
や
ま
と
の
歌
を
あ
つ
め
て
さ
ら
に
一
巻
と
な
さ
ま
く
ほ
り
し

て
予
に
も
和
哥
よ
ま
し
め
ら
る
才
の
は
し
か
き
を
は
ぢ
お
も
へ
ば
す
ま
ひ
が
た
く
て

ほ
し
う
つ
り
も
の
か
は
れ
ど
も
庭
の
面
の
い
し
の
み
ど
り
ぞ
よ
ゝ
に
ふ
り
せ
ぬ
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
膺



寛
政
む
つ
の
と
し
神
無
月
は
じ
め
の
五
日
こ
れ
を
し
る
す

○
正
覚
院

し
や
う
が
く
ゐ
ん〔

庭
中
の
池
を
松
月
池
と
い
ふ
、
客
殿
は
前
田
徳
善
院
伏
見
よ
り
こ
ゝ
に
移
す
〕

○
荘
厳
院

し
や
う
ご
ん
ゐ
ん〔

林
泉
風
景
あ
り
て
奇
岩
あ
り
、
双
鵝
石
、
獅
子
石
と
い
ふ
。
当
院
は
乾け
ん

峰ほ
う

和
尚
の
開
基
に
し
て
、
仏
殿
に
乾
峯
の
筆
正
続
の
額

あ
り
〕

○
南な
ん

明め
い

院ゐ
ん

〔
大
檀
那
は
豊ほ
う

太
閤
秀
吉
公
の
御
妹
朝
日
姫
、
国
初
将
軍
家
の
御
簾
中
な
り
、
天
正
十
八
年
庚
寅
正
月
十
四
日
聚
楽
館
に
て
薨
去

し
給
ふ
、
四
十
八
歳
、
南
明
院
殿
光
室
宗
王
大
禅
尼
と
法
諱
す
。
開
基
恵
日
山
百
十
世
業げ
ふ

仲
和
ち
ゆ
う

尚
、
諱
明
紹
、
永
享
六
年
十
月
十
日
入
寂
〕

○
兆て
う

殿で
ん

司す
の

墓は
か

〔
南
明
院
南
の
山
中
に
あ
り
、
吉
山
明
兆
と
号
す
、
業げ
ふ

仲
和
ち
ゆ
う

尚
の
法
兄に

な
り
。
永
享
三
年
辛
亥
八
月
廿
日
寂
す
、
八
十
一
歳
〕

俊
成
卿
墓
〔
同

し
ゆ
ん
ぜ
い
き
や
う
の
は
か

所
に
あ
り
〕
○
俊
成
卿
女
墓
〔
同

　
し
ゆ
ん
ぜ
い
き
や
う
む
す
め
の
は
か

所
に
あ
り
、
浄
如
尼

じ
や
う
に
よ
に

と
号
す
、
或
カ
云
、
俊
成
公
の
母
の
墓
と
ぞ
、
謬
な
り
。
四
至
文
の

年
歴
相
違
へ
り
。
此
傍
に
古
墳
多
し
、
法
諱
詳
な
ら
ず
。
原
は
法
性
寺
の
地
な
り
、
こ
ゝ
に
永
明
院
を
創
す
、
一
代
の
院
主
地
を
分
て
南
明

院
を
建
る
、
此
墓
今
南
明
院
の
地
な
り
、
左
の
置
文
永
明
院
に
あ
り
〕

其
　
置
　
文
　
云

法
性
寺
俊
成
の
卿
御
は
か
山
林
の
事

合

一
ひ
が
し
は
上
の
い
な
り
の
か
へ
り
さ
か
ひ
さ
も
ん
堂
谷
へ
ゆ
き
ゝ
み
ち
の
と
を
り
南
へ
の
た
に
を
か
ぎ
り
て
な
り



一
南
は
西
東
へ
の
た
に
こ
い
け
の
上
下
南
の
山
き
は
を
か
ぎ
り
て
な
り

一
西
は
山
だ
の
に
し
き
た
南
へ
の
ぼ
り
を
か
ぎ
り
て
な
り

一
北
は
い
な
り
の
か
へ
り
さ
か
の
み
ち
を
か
ぎ
り
て
な
り

右
の
御
は
か
山
下
地
と
も
此
ふ
ん
に
て
候
べ
し
後
の
た
め
註
し
て
候
べ
く
候

か
う
あ
ん
二
年
八
月
五
日

浄
　
　
　
如
　
　
　
判

古
文
書
云
　
　
俊
成
卿
墳
墓　
ノ

事
、
自2
月
見
殿1

可　
ク2

相
計1

之
由
承
候
之
際
申2

付
当
院　
ニ1

候
、
殊　
ニ

灑2

掃　
シ

墓
壇　
ヲ1

守2

護　
シ

竹
木　
ヲ1

可
下

被4

訪2

彼
亡

魂
菩
提　
ヲ1

給
上

候
也
、
恐
々
謹
言
。

八
　
月
　
廿
　
七
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祖
　
　
　
禅
　
　
　
判

永
　
明
　
院
　
僧
　
衆
　
御
　
中

〔
祖
禅
ハ
東
福
ノ
住
持
芬ふ
ん

陀だ

利り

花け

定
山
和
尚
な
り
〕

東
野
州
聞
書
云
　
　
或
人
語
し
は
、
俊
成
卿
の
墓
東
福
寺
の
永
明
院
の
奥
の
山
に
あ
り
と
申
せ
し
な
り
。
此
永
明
院
の
主
に
て
お
は
し
ま
す

間
、
毎
月
廿
九
日
今
も
弔
ひ
奉
る
と
か
や
。
毎
朝
大
悲
咒
一
反
あ
り
、
回
向
に
は
五
条
三
位
俊
成
釈
阿
と
入
よ
し
、
や
が
て
彼
院
の
僧

申
な
り
。

嵯
峨
記
（
藤
原
植
通
）
云
　
　
東
福
寺
南
明
院
は
俊
成
卿
の
建
立
に
て
侍
る
。



於2

永
明
院
俊
成
卿
墓　
ニ1

雪
玉
集
　
　
敷
島
の
道
に
は
お
や
の
親
の
跡
と
と
ふ
を
ば
し
る
や
露
の
古
郷
　
　
　
　
　
　
実
　
　
　
　
　
隆


